
 

【計画策定の目的】 
本市においては，平成３０年２月に策定した「第２次宇都宮市学校教育推進計画」に基づき，学校教

育における様々な施策を推進してきたが，学校教育を取り巻く社会情勢の変化や教育に係る国の動向
に伴い，学校教育の一層の充実が求められていることから，現行計画を見直し，後期計画を策定する。 

第１章：計画の概要    

 

 

 

 

 

 

                                            

 

                                                                   

                                                      

 

                                                                                                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【計画期間】 
２０２７(令和９)年度
までの１０か年計画 

２０２２(令和４)年度
に見直しを実施 

 

 

【計画の位置付け】 
・「第６次宇都宮市総合計画基本計画」に基づく計画 
・「宮っこ未来ビジョン」の考え方に基づく計画 
・宇都宮市の教育振興基本計画として位置付けられる

４計画のうち学校教育に係る分野別計画 

【計画の対象】 
宇都宮市立の小学校・

中学校の学校教育活動全
般（家庭・地域との連携・
協力等の内容を含む） 

 
 
１ 学校教育を取り巻く社会情勢 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ社会の進展，情報社会・科学技術の進展，持続可能な社会づくりや予測困難な時代への対応，子どもたちの多様化， 
教職員における長時間勤務，選挙権年齢及び成年年齢の引き下げ，新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症拡大の影響と新たな感染症や災害発生への備え等 

「第２次宇都宮市学校教育推進計画後期計画（素案）」概要 

第２章：学校教育を取り巻く状況 

基本目標①について 
・ 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け 

た授業改善を図るとともに，１人１台端末などの
ICT 機器の効果的な活用や学習データの効果的な活
用を探りながら，質の高い学びの実現を図る必要が
ある。 

・ 小学校高学年における教科担任制の実施方法等に
ついて検討するなど，導入に向けた取組を推進する
必要がある。 

・ 教科体育を一層充実させるとともに，各種検定の
実施や外遊びを奨励するなど，教育活動全体を通し
て児童生徒の運動機会を創出する必要がある。 

・ 「宮・未来キャリア・パスポート」の更なる活用
など，将来の夢や目標をもたせるための取組を推進
する必要がある。 

第４章：本市における学校教育の課題等の整理 

基本目標②について 
・ 脱炭素社会や情報社会の一層の進展等に係る 

SDGs 達成への貢献等，現代的な諸課題に対応して
求められる資質・能力の向上を図る必要がある。 

・ GIGA スクール構想の実現に向け，教育活動全体
で１人１台端末を有効に活用するとともに，自律し
た情報の使い手となるための教育を推進する必要が
ある。 

・ ICT 機器を効果的に活用するなど，実施方法や内
容を検討しながら，英語力の向上を図るとともに，
多様な文化に触れることができる機会等を創出する
必要がある。 

基本目標③について 
・ 学校・家庭はもとより，地域・関係機関が連 

携しながら，総合的な不登校対策の強化を図る必要
がある。 

・ 1 人 1 台端末や学校以外の多様な教育機会の場を
活用するなど，不登校児童生徒の状況に応じた支援
を行う必要がある。 

・ いじめや虐待，ヤングケアラーや「性的マイノリ
ティ」等に適切に対応するとともに，特別な配慮を
必要とする児童生徒や外国人児童生徒への ICT 機器
の効果的な活用など，多様な児童生徒の状況に応じ
た指導・支援を行う必要がある。 

基本目標➃について 
・ ICT 機器を活用した業務の効率化や勤務時間の適

正化など，学校における働き方改革を推進するとと
もに，教職員の資質・能力の向上を図る必要があ
る。 

基本目標⑤について 
・ 保護者及び地域住民から幅広く学校運営等に 

関する意見を聴取しながら，地域とともにある学校
づくりを推進するとともに，小中学生の交流活動や
幼児教育施設と小学校の教職員同士の相互理解を深
める取組を行うなど，各種機関の連携・接続に係る
取組を推進する必要がある。 

基本目標⑥について  
・ 学校の ICT 化を進めることにより，GIGA スクー

ル構想やデジタルトランスフォーメーションを推進
するとともに，施設の老朽化対策に加え，快適性や
バリアフリーなど多様化する社会的ニーズにも配慮
した施設・設備の整備を図る必要がある。 

 ２ 国・県・市の政策の動向 
  

 

⑵「小中一貫教育・地域学校園」制度の検証 

⑴「第２次宇都宮市学校教育推進計画前期計画」の評価 

 【基本目標➃】信頼される教職員を育て，学校のチーム力を高める 
〔成果〕・教職員一人一人の授業力が向上している状況が見られるなど，教員の授業力を高めるための

取組は，順調に行われている。 
・学校における働き方改革を進めるための取組は順調に行われている。 

〔課題〕・教職員の働き方改革を今後とも進めるため，業務の効率化や勤務時間の適正化を一層推進
する必要がある。 

 
【基本目標⑤】地域とともにある学校づくりを進める 
〔成果〕・各地域学校園において，「小中一貫教育・地域学校園」制度に係る取組が工夫しながら行わ

れるなど，地域とともにある学校づくりを進めるための取組は，順調に行われている。 
〔課題〕・保護者及び地域住民等と連携し，地域とともにある学校づくりを推進する上で，新型コロナ

ウイルス感染症拡大の影響を一部受けた。また，幼児教育施設と小学校の教職員間でのカリキ
ュラムの相互理解や接続等に課題が見られる。 

 
【基本目標⑥】新しい時代にふさわしい教育環境を整える 
〔成果〕・１人１台端末や通信環境が整備され，学校のＩＣＴ化に係る取組は順調に行われている。 

・トイレ環境の改善などの教育環境の質的な向上は図られている。 
〔課題〕・生活様式の変化や，安全性・快適性の向上，脱炭素社会の実現など，学校施設に対する  
    社会的ニーズは多様化しており，こうした新しい時代にふさわしい教育環境を整えていく 
    必要がある。 
 

【基本目標①】成長し続けるための基盤を培う 
〔成果〕・児童生徒の学力が定着している状況が見られるなど，児童生徒の学力向

上に向けた取組は，順調に行われている。 
〔課題〕・児童生徒の体力向上に向けた運動機会の創出や，将来の夢や目標を持た

せるための取組等に課題が見られる。 
 
【基本目標②】未来を生き抜く力を養う 
〔成果〕・１人１台端末が配備され，学校の教育活動全体での活用が進むなど，児

童生徒の情報活用能力の育成に向けた取組は順調に行われている。 
〔課題〕・グローバル化が一層進行している状況もあり，英語力の向上や多様な文

化に触れることができる機会の創出等に課題が見られる。 
 
【基本目標③】多様な児童生徒の状況に応じた指導・支援を行う 
〔成果〕・学校生活適応支援アドバイザーによる学校訪問相談や教職員研修等を通

して，学校組織の対応力強化と指導力向上が図られるなど，インクルーシ
ブ教育システムの充実に向けた取組は順調に行われている。 

〔課題〕・不登校児童生徒数が増加傾向にあり，不登校児童生徒の個々の状況に応
じた指導・支援を充実する必要がある。 

 

○ 第３期教育振興基本計画（平成３０年６月） 
 ・夢と志を持ち，可能性に挑戦するために必要となる力の育成  

・社会の持続的な発展を牽引するための多様な力の育成 
 

○ 学校における働き方改革の推進（令和元年１２月） 
・「公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する 

特別措置法の一部を改正する法律」の成立及び公布 
 
○ 新学習指導要領の全面実施（小学校令和２年度，中学校 3 年度） 
 ・知･徳･体のﾊﾞﾗﾝｽのとれた力である「生きる力」の育成 
 ・「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善 
 ・「知識及び技能」，「思考力，判断力，表現力等」，「学びに 

向かう力，人間性等」の 3 つの資質・能力の育成 
 
 ○ GIGA スクール構想（令和 2 年度～） 

・学校における高速大容量のﾈｯﾄﾜｰｸ環境（校内 LAN）整備 
・児童生徒１人１台端末環境の整備 

 

○ 中央教育審議会答申 
「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して～全ての子供たちの可能性
を引き出す個別最適な学びと協働的な学びの実現～」（令和３年１月） 

 ・これまでの実践とＩＣＴとの最適な組合せの実現 
 ・小学校高学年への教科担任制の導入 

・不登校児童生徒へのＩＣＴ活用した対応，フリースクールとの連携 

○ 教育進化のための改革ビジョン（令和４年２月） 
・「ﾘｱﾙ」×「ﾃﾞｼﾞﾀﾙ」の最適な組合せによる価値創造的な学びの推進 
 

 

○ 栃木県教育振興基本計画２０２５－とちぎ教育ビジョン－の策定 
（令和３年２月） 

 ○ 第６次宇都宮市総合計画改定（令和３～４年度） 
・「スーパースマートシティ」の実現とその原動力となる「人づくり」

の一層の推進 
 
 

今後取り組むべきこと 
〇「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた

授業改善⇒基本目標 1 
〇ｶﾘｷｭﾗﾑ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの充実⇒基本目標 1,2,4 
〇「個別最適な学び」と「協働的な学び」の充実 
 ⇒基本目標 1 

〇小学校高学年の教科担任制の推進⇒基本目標 1 
〇ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝへの対応⇒基本目標 2,6 
〇教育ﾃﾞｰﾀ利活用の推進⇒基本目標 1,4,6 
〇GIGA ｽｸｰﾙ構想の推進⇒基本目標 1,2,6 
〇ICT を活用した効果的な学びの確立，「ﾘｱﾙ」✕

「ﾃﾞｼﾞﾀﾙ」の最適な組合せ⇒基本目標１ 
〇SDGs 達成に向けた脱炭素社会構築への取組な

ど，持続可能な社会の担い手を育む教育の推進 
 ⇒基本目標 2 
〇いじめ，不登校児童生徒，外国人児童生徒，ﾔﾝ

ｸﾞｹｱﾗｰ，「性的ﾏｲﾉﾘﾃｨ」等に対する特別な配慮や
支援⇒基本目標 3 

〇学校における働き方改革の推進⇒基本目標 4,6 
〇社会参画の機会の充実⇒基本目標 1,2 
〇新しい時代の教育環境に必要な施設・設備の整

備⇒基本目標 6 
 

第３章：本市の小・中学校の現状 

○ こども基本法（令和５年４月） 
 

別紙１ 

制度の全市実施１０年目である令和３年度に，現行制度の成果と課題についての検証を実施した。 
【学力保障について】 

小中学校が連携して学力向上を目指す取組が定着し，義務教育修了段階において指導の成果が顕著である
とともに，特に教科横断的教育活動において４・３・２の三期を生かした指導が効果的に行われた。 

【学校生活適応について】 
生活のきまり等の小中が連携した指導により中１生徒の中学校生活への適応が図られたとともに，小中学

生の交流等により中学校進学への不安軽減が図られ，中１ギャップの解消に一定の成果が見られた。 
【教職員の相互理解について】 

乗り入れ授業により相互理解が図られ，「小中一貫の日」の会議における情報交換が計画的に実施された。 
【地域の教育力の活用等について】 

地域の教育力を生かした教育活動が推進され，小中学生の社会性や地域への愛着が育まれた。 
【本制度における組織を生かした取組について】 

一人配置職員の連携が図られた。また，地域学校園の枠組みが各取組に生かされ，有効に機能した。 

検証結果を踏まえ，次の３つを柱として制度見直しを実施した。 

〇「第２次宇都宮市学校教育推進計画」との関係整理  
本制度を「第２次宇都宮市学校教育推進計画」の基盤として

位置付け，一体化を図る旨を明確化するとともに，本制度で実
施してきた各取組を後期計画の施策・事業として位置付ける。 

〇 義務教育９年間の指導の系統性と学びのつながりの強化  
４・３・２の三期に係る考え方や取組の一層の明確化ととも

に，教職員の相互理解による指導改善や，幼児教育と小学校教
育の接続を推進する。 

〇 ＩＣＴの活用推進  
小中学生の交流活動や小中学校の教員による合同授業研究

会，「小中一貫の日」の会議等をオンラインにより効率的かつ効
果的に実施することができるよう検討する。 

うつのみや“いきいき学校”プラン 

 



 

・指標等を活用して成果と課題を検証し進行管理するとともに，学識経験者や保護者代表を含む様々な立場の方から広く意見を聴く「学校教育推進懇談会」を毎年度開催し，計画の見直しの方向性などを適宜検討。 

・「小中一貫教育・地域学校園」制度や GIGAスクール構想の実現等，本計画と関係が深い計画や制度と一体的に取り組みを進めることで，計画の実効性を高める。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

基本施策 施策・事業 主な事業（◆新規,◇拡充,GGIGA ｽｸｰﾙとの関連,園小中一貫・地域学校園との関連）  指標【現状⇒R9 目標】 

⑴確かな学力を育む教育の推
進 

①義務教育９年間の系統性を生かしたｶﾘｷｭﾗﾑの充実 ◆各期の指導に係る PDCA サイクルの充実・小中一貫教育ｶﾘｷｭﾗﾑの充実園 ●全国学力学習状況調査における中３生
の正答率の全国平均との比較（%） 

【現状値：全国平均＋1.0％ 
⇒目標値：全国平均＋1..3％】 

●「自分やみんなのためになることは，が

んばってやろうとしている」と回答し
た中３生の割合（%）   

   【補足中⇒95.0%】 

●新体力テストの総合評価における中３
生の(A+B)-(D+E)率（%） 

【男：32.2%⇒40.0％】 

【女：46.4%⇒50.0％】 
●「将来の夢や目標をもっている」と回答

した中３生の割合（%） 

【75.8%⇒84.0%】 

重②「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた 
授業改善 

◆1 人 1 台端末の効果的な活用 G ◇小学校高学年の教科担任制の推進園  
◆教科横断的な学習，探究的な学習の充実(「(仮)U-STEAM 学習」の実施) 

③教育データを活用した学習指導の推進 ◆学習履歴等の教育ﾃﾞｰﾀの蓄積等 G ◆学習内容定着度調査の CBT 化検討G 

⑵豊かな心を育む教育の推進 
重①宮っ子心の教育の推進による認め励ます教育や 

たくましさの涵養を図る教育の推進 
◇心のたくましさの涵養を図る「宮っ子心の教育」の推進園 
◆「（仮）コロナ・リカバリープラン」の実施 

②豊かな感性を育む機会の充実 ・小中学生の交流活動園 ・全校的な読書活動の推進 

⑶健康で安全な生活を実現す
る力を育む教育の推進 

重①体力向上の推進 
◇「うつのみや元気っ子健康体力チェック」の実施と活用園 
◇「うつのみや元気っ子チャレンジ」の活用による運動機会の創出 

②学校保健の推進 ◇心の健康に関する教育の充実 ◆デジタル活用時の健康への配慮に関する取組G 

③食育の推進 ◇給食の時間や教科等における食に関する指導の充実  ◇食文化の学習の推進 

④学校安全の推進 ◆「災害を想定した避難訓練」の実施 

⑷将来への希望と協働する力
を育む教育の推進 

重①宮・未来キャリア教育の推進  ◆「（仮）宮っ子『夢』教室」（（仮）ｺﾛﾅ･ﾘｶﾊﾞﾘｰﾌﾟﾗﾝ）」の実施 

②社会に参画し，協働する力を育む教育の推進 ・地域未来会議の実施 ・議会体験への参加 

⑴グローバル社会に主体的に
向き合い，郷土愛を醸成す
る教育の推進 

重①英語教育・国際理解教育の充実 ◆オンライン英会話教室の実施 G  ・イングリッシュキャンプの実施 
◆異文化を理解するための学習活動の実施 

●ＣＥＦＲ Ａ１程度（英検３級）の英語
力を有する中３生の割合（%） 

 【41.3%⇒60.0%】 
●「パソコンを使って，相手に分かりやす

く自分の考えや調べたことを伝えるこ
とができる」と回答した中３生の割合
(%)              【79.4%⇒85.0%】 

●「社会で問題になっていることについ
て，どうすればよいかを考えたことが
ある」と回答した中３生の割合 (%) 

【73.9%⇒80.0%】 

②郷土への愛情を育む学習の推進 ・「宇都宮学」の充実園 ・「百人一首」に親しむ学習の実施園 

⑵情報社会と科学技術の進展
に対応した教育の推進 

重①自律した情報の使い手を育む教育の充実 ◆授業内外での 1 人 1 台端末の日常的・効果的な活用の推進 G 

②先進技術に触れる教育活動の推進 ◆VR,AR や 3Ｄ都市モデル等の様々な先進技術を活用した学習活動の実施
(「(仮)U-STEAM 学習」の実施)Ｇ 

⑶持続可能な社会の実現に向
けた担い手を育む教育の推
進 

①地域を支える力を育む教育の推進 ◆「（仮）SDGs 宮っ子まちづくりプロジェクト」の実施 
◆カリキュラム・マネジメントの充実 ・地域未来会議との連携 
・人権教育資料の活用 ・平和親善大使広島派遣事業の推進 
◆環境に配慮した消費生活等，消費者教育の推進 
◆「（仮）学校版『もったいない運動』」の実施 

②人がともに支え合う社会の担い手を育む教育の推進  

③身近な環境を守ろうとする態度を養う教育の推進  

⑴ｲﾝｸﾙｰｼﾌﾞ教育ｼｽﾃﾑの充実に向

けた特別支援教育の推進 

①学校の組織的対応力の強化と支援体制の充実 ◆ICF を活用した校内支援体制の仕組みづくり ●児童生徒の学習の困難さの改善・克服
を目指して，デジタル機器を効果的に
活用し，授業の改善を行っている教員
の割合(%)      【73.2%⇒85.0%】 

●不登校児童生徒のうち，「学びの機会」
を保障し，将来の「社会的自立」に向け
た支援につながった児童生徒の割合
（%）      【74.1%⇒100.0%】 

●小・中学校でのいじめ解消率 
（４月～１２月に認知したもの） 

【92.2%⇒100.0%】 
●希望の進路に進んだ外国人生徒等の割

合 (%)     【100.0%⇒100.0%】 
●「学校は，活気があり，明るく生き生き

とした雰囲気である」と回答した保護
者，児童生徒の割合 (%) 

【保護者：91.9％⇒95.0％】 
【児童生徒：90.1％⇒93.0％】 

 

②合理的配慮に係る早期からの連携強化 ◆合理的配慮の提供に係る関係機関との連携強化 

重③教育的ニーズに応じた教職員の指導力の向上 ◆障がいの特性に応じた個別最適な学びに向けた指導力の向上 G 

⑵いじめ・不登校対策の充実 

①魅力にあふれ安心して過ごせる学校づくりの推進 ◇心身の健康の保持増進に係る各教科等の指導の充実 

②いじめへの対応強化とネットトラブル等の未然防
止 

◆SNS 等を通じたトラブル未然防止のための出前講座の実施 

重③不登校児童生徒の個々の状況に応じた支援の充実 
◆デジタル適応支援教室の設置 
◆連絡手段や学習支援のツールとして 1 人 1 台端末の活用 G 

④学校・地域・関係機関等の連携強化 ・スクールソーシャルワーカーによる各関係機関との連携強化 

⑶外国人児童生徒等への適応
支援の充実 

①外国人児童生徒等への指導の充実 ・児童生徒の日本語習得や学校生活適応の状況に応じた指導の充実 

②多文化共生の理解促進 ◇国際理解・国際交流を促進する講座等の周知 

③外国人児童生徒等の保護者への支援 ◆１人１台端末を活用した通訳翻訳対応 G ・通訳者の派遣 

⑷多様な教育的ニーズへの対
応の強化 

①問題行動・非行への対応，児童生徒指導の充実 ・各地域学校園児童生徒指導強化連絡会の開催園 

②「性的マイノリティ」とされる児童生徒への対応 ・教職員，児童生徒に対する理解促進  ・啓発資料の活用 

③児童虐待防止対策の推進 ・関係機関との連携強化 

④子どもの貧困，ヤングケアラー対策の推進 ◆ﾔﾝｸﾞｹｱﾗｰの早期発見・早期把握 ◆つながりｻﾎﾟｰﾄ女性支援事業との連携 

⑴教職員の資質・能力の向上 

重①ｷｬﾘｱ･ｽﾃｰｼﾞに応じた教職員育成ｼｽﾃﾑの推進 ◇ｷｬﾘｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄを意識した「教員研修計画」による体系的な研修の実施 ●教職員は，分かる授業や児童（生徒）に
きめ細かな指導を行い，学力向上を図
っている」と回答した児童生徒，保護者
の割合(%)     【89.7%⇒93.0%】 

●「学校に関わる職員全員がチームとな
り，協力して業務に取り組んでいる」
と回答した教職員の割合(%) 

                 【93.1%⇒95.0%】 
●時間外在校等時間が 1 か月で 80 時間

を超える教員の人数(人) 
  ※月平均人数       【212 人⇒0 人】                                   

②授業力，学級経営力の育成 ◆「（仮）宮っ子学びのﾃﾞｻﾞｲﾝﾁｰﾑ」による授業改善についての情報発信 

③先進的教育研究の推進 ・市指定研究学校の活用 

④自信と誇りと気概のある教職員の育成 ・「宇都宮市教職員表彰」の推進 

⑵チーム力の向上 
①多様な支援スタッフの配置・活用 ・医療的ケア支援業務，ICT 支援員等，多様な支援ｽﾀｯﾌの配置・活用 

②学校と地域学校園のﾁｰﾑ力を生かすﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ力の向上  ◇管理職を対象としたマネジメント研修の実施 

⑶学校における働き方改革の
推進 

重①業務の効率化の推進 ◆教職員人事管理システムの導入 G ◆AI 型学習ドリルの活用 G 
◆学校デジタル連絡ツールの導入 G ◆校務支援ソフトの機能強化 G 

重②勤務時間の適正化の推進 ◆部活動の地域移行についての検討 ◆時間外在校等時間の削減 

⑴全市的な学校運営・教育活
動の充実 

重①全小・中学校の教育水準の向上 ◇コミュニティ・スクールの導入についての検討  ●「学校は『小中一貫教育・地域学校園』
の取組を行っている」と回答した保護
者・地域住民の割合(%)【87.0%⇒93.0%】 

●「学校は，家庭・地域・企業等と連携・
協力して，教育活動や学校運営の充実
を図っている」と回答した保護者・地域
住民の割合 (%)  【90.8%⇒95.0%】 

●児童と園児の交流と教職員間の相互理
解の活動等を実施している学校の割合 

 (%)             【50.7%⇒100.0%】 

②地域の教育力を生かした教育システムの推進 ・魅力ある学校づくり地域協議会との連携推進 

⑵主体性と独自性を生かした
学校経営の推進 

①特色ある学校づくりの推進 ・頑張る学校プロジェクト事業の推進 

②地域学校園を生かした学校運営の推進 ◇地域学校園内共通項目の設定等，PDCA サイクルの充実園 

⑶地域と連携・協働した学校
づくりの推進 

①家庭・地域とのつながりの強化  ◆学校デジタル連絡ツールの活用 G  ・土曜授業の実施園  

重②幼児教育施設と小学校の教職員同士の相互理解の深化  ◆幼児教育施設と小学校の合同研修会の開催 

③企業との連携強化 ・学校応援制度等による企業との連携事業の推進 

⑴安全で快適な学校施設整備
の推進 

重①安全で快適な学校づくりの推進 
・長寿命化改修を基本とした老朽化対策 ◆空調設備の更新・整備 
◆ＬＥＤ化等の省エネルギー化  ◇トイレの洋式化   

●「学校は，利用する人の安全に配慮した
環境づくりに努めている」と回答した
教職員，保護者，地域住民の割合（%）        

【92.0%⇒95.0%】 
●「コンピュータなどの ICT 機器やネッ

トワークの点から，授業（授業準備も含
む）を行うための準備ができている」と
回答した教職員の割合 (%) 

  【88.0%⇒93.0%】  

②地域の防災施設としての環境整備の推進 ・地域の避難所としての防災機能強化 

③学校のバリアフリー化の推進 ・スロープの設置による段差解消 ・多目的トイレの設置 

⑵学校のデジタル化推進 

重①デジタル環境の整備と充実 ◆学習用ｸﾗｳﾄﾞｻｰﾋﾞｽの活用 G  ◆校内高速ﾈｯﾄﾜｰｸ環境の整備 G 

重②校務のデジタル化推進 ◆教職員人事管理ｼｽﾃﾑの導入 G ◆拡充した統合型校務支援ｼｽﾃﾑの活用 G 

③学校図書館の学習・情報ｾﾝﾀｰとしての機能充実 ・学校図書館の学習・情報センターとしての環境整備 
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第５章：本市におけるこれからの教育，第６章：計画の展開 

 

基
本
理
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〔目指す姿〕 
⑴ 児童生徒は，主体的に学習に取り組み，周りの人たちと協力した

り，デジタル機器を効果的に活用したりすることなどを通して，確か
な学力を身に付けています。 

⑵ 児童生徒は，自己肯定感が高く，失敗や困難を乗り越えて挑戦し
続けるたくましさをもっています。また，思いやりやルールを守る
心をもち，自他の生命や人権を尊重しています。 

⑶ 児童生徒は，自ら考え行動し，心身ともに健康で安全な生活を送
っています。  

⑷ 児童生徒は，夢や目標をもち，自らの夢の実現に向けて努力して
います。また，集団の中で自分のよさを発揮し，他と協働しながら
集団や社会に貢献できるよう努力しています。 

〔目指す姿〕 
⑴ 児童生徒は，英語を使って外国人とコミュニケーションを図る力や

多様な文化を理解し，共生しようとする態度を身に付けているととも
に，郷土・宇都宮や日本の伝統・文化に愛情と誇りをもっています。 

⑵ 児童生徒は，自律した情報の使い手になるために必要となる資質・
能力を身に付けています。 

⑶ 児童生徒は，少子高齢社会や人権，平和，環境等の現代的な諸課題
に向き合い，解決を図ろうとする学習活動を通して，持続可能な社会
の実現に向けて，主体的に参画しようとする態度を身に付けていま
す。 

〔目指す姿〕 
⑴ 学校は，特別な支援を必要とする児童生徒の可能性を最大限伸ば

すよう，個に応じた支援の充実を図っています。 
⑵ 学校は，いじめの根絶や不登校の未然防止に努めるなど，児童生

徒が安心して過ごせる教育環境を整えるとともに，家庭や地域，関
係機関と連携・協力しながら，児童生徒の一人一人の状況に応じた
支援を行っています。 

⑶ 学校は，外国人児童生徒等に対して，自立して生きる力の基盤を
育むとともに，安心して生活できるよう支援しています。 

⑷ 学校は，「性的マイノリティ」や家庭における虐待，貧困，ヤング
ケアラーなどに対し，関係機関と連携・協力しながら，多様な教育
的ニーズがある児童生徒の状況に応じた支援を行っています。 

〔目指す姿〕 
⑴ 教職員は，自己研鑽に努め，高い指導力と専門性を身に付けると

ともに，強い使命感や情熱をもって日々の指導を行い，児童生徒，
保護者，地域の方々から頼られる存在となっています。 

⑵ 学校は，多様な専門性を有する学校スタッフを効果的に活用し，
校長のリーダーシップのもと，すべての教職員が力を発揮し，チー
ムとして協力し合いながら指導にあたっています。 

⑶ 学校は，デジタル機器を活用するなどしながら，業務の効率化を
進めています。また，教職員は，児童生徒と向き合う時間を確保
し，心身ともに健康な状態で職務を遂行しています。 

〔目指す姿〕 
⑴ 学校や地域学校園は，「小中一貫教育・地域学校園」制度等の本市

独自の教育システムを有効に活用しながら，常に教育水準の向上に努
めています。 

⑵ 学校は，校長のリーダーシップのもと，全教職員が協働し，地域の
教育力を生かした特色ある教育活動を展開しています。また，保護者
や地域の声を学校評価に生かし，学校経営の改善に努めています。 

⑶ 学校は，家庭や地域，幼児教育施設や企業等と連携を深めながら，
目標を共有し，よりよい児童生徒の育成に向けて取り組んでいます。 

〔目指す姿〕 
⑴ よりよい教育環境の確保を図りながら，生活様式の変化への対応

やバリアフリー化の推進，脱炭素社会の実現など，多様化する社会
的ニーズにも配慮された学校施設で，児童生徒をはじめ，利用者が
安全・快適に過ごしています。 

⑵ １人１台端末の活用や校務のデジタル化の推進に向けた環境が整
備されています。 

【基本目標①】成長し続けるための基盤を培う 

【基本目標②】未来を生き抜く力を養う 

【基本目標③】多様な児童生徒の状況に応じた指導・支援を行う 

【基本目標④】教職員がいきいきと勤務できる環境を整え，信頼される教職員を育てる 

【基本目標⑤】地域とともにある学校づくりを進める
え ， 信 頼 さ れ る 教 職 員 を 育 て る 

【基本目標⑥】新しい時代にふさわしい教育環境を整える 

第７章 計画の推進にあたって 

●「学校は，利用する人の安全に配慮した
環境づくりに努めている」と回答した保
護者，地域住民，教職員の割合（%）        

【92.0%⇒95.0%】 
●校舎及び体育館のトイレの洋式化率(%)

【70.0%⇒100.0%】 
●「コンピュータなどのデジタル機器やネ

ットワークの点から，授業（授業準備も
含む）を行うための準備ができている」
と回答した教職員の割合 (%) 

【88.0%⇒93.0%】 


